


 
例によって朝の四条大橋です。

なかなかアート系な人が。芸大にでも行ってはるのかな。

ここから京阪電車に乗ります。

 



あ、っという間に、伏見稲荷の駅につきました。

京阪電鉄系って、アニメとのタイアップが多いです。

 
わたくしは阪急電車を主に使っているんですが、

阪急の場合は、「鳳蘭駅長」になります。



ここにも修学旅行生が。

 
伏見稲荷は、京都の中心部からは少し南に下がった

ところにあります。ちょっと外れにある、みたいな感じです。



 
あ、なんか、おいなりさんが食べたくなって来た。

この手すりの色、ちょとビックリしますよね。

伏見稲荷神社に行ったらそのわけが。



 
これは珍しい。

普通、”総本家”とか”元祖”とかを強調しますけど、
あえてここは、”支店”がどーんと。

 
つまりこのお店は、”駿河屋支店”の”総本家”であると。

 
ええかげんにせーよ、ほんま。



 
うっひゃー。ガイドさん颯爽と旗持ってますね。

こういうの懐かしいです。

女子のスカート長い。京都では死滅した長さやな。





 
ここも外国人観光客が多かった。

伏見稲荷の何に関心があるのか聞いてみたいな。

ガイドにどんなふうに書いてあるんでしょうね。

 
わたくし、ここに来るの初めてなんです。



 
朱！

 



 
いやー初めて見ましたけど。

パフェというより、たいやきからゲボってクリームが

溢れているようにしか見えん。



 

またしても朱！
なーんて思いますけど、平安時代ごろは、お寺も神社も

みんなこんな色だったので、京都の町のあちこちがこんな

だったんですね。



キミ達、何の相談？

なぜそこで立ち止まる。

 



これ毎年塗り直してるんだろうな、きっと。

正月、もうけてるからなあ、この神社。



 
ここにも。伏見稲荷の祭神のイメージだそうです。



 
なかなかサイケデリックになってきました。

外国人受けするのって、このあたりなのかな。

 
そして、あのガラガラのひもが多い。

でも、しょぼい紐。

さすが商売の神様です。





当然の事ながら、狛犬ではなくてお稲荷さんなんですが。

外国の絵本に出て来る狐と違って、しゅっとしてはるんですよね。

お面なんかもそうやなあ。



脇に能舞台がありました。

さすがに朱塗りではないです。



 
この背景の松なんですが、デザインパターンと言い切るには

具象的なところがあり、でも写実ではない。

 
現実と創造の中間に有るような佇まいが、

現実の存在である観客と、夢幻の狭間にある能との

触媒になっているように感じます。

 
 





 
後ろつかえてます。



 
エマヌエラ丸子さん

ベアトリスさん

オッタビアさん

うーん。

日本の神様、願い事分かるんでしょうか？



 
見事なプロポーション。

脚線美。

そして、よだれかけ。



さらに階段。



日向ぼっこ？

半袖のTシャツに半ズボン？
 

今気がついたんですが、階段降りて来る女性達に

思い切りメンチ切られてますね。

しかも一人づつカメラ持ち。





 
さて、伏見稲荷といえば、鳥居。

このあたりのはなかなか一本ずつが大きいです。

 







どっちを行くか迷う人が多かったですが、

先でちゃんとつながっています。



 
午前中なので明るいですが、夕方とか夜とか、

ちょっと恐くなって来るかもしれません。

いきはよいよい、帰りは恐い、みたいな。

 
これを見ると、人が少ないようにみえますが、

そんなことは有りません。

かなり頑張って撮っています。

 



はい。驚愕の事実が。

「境内案内図」、、、登山道やろ、これは。

全行程４Km　２時間
 

で、あたかも山の上まで鳥居が続いているように

描いてありますが、これは事実です。





なるほど。先が上りになってきました。





帽子が可愛い。









ところどころにこういうお社がたっています。

が、そっちに寄っている余裕は有りません。





和蠟燭ですねぇ。







これはヤバいかも。



途中途中にこういうお茶屋さんがあります。

飲み物の他、うどんなんかの軽食も。

ここで、暮らしてはるっぽいんですよねえ。



ここでレモンティーを購入



現在地　まだここです。めげそうです。

そして振り向くと、こんな感じ。









このあたりまで来ると、人が少なくなってきます。

これ、登るんかあ、、、。







奉納というより、Oh No！って感じ。





そしてまた、新たな上り階段が。

ん、降りて来る人がいるってことは下り階段？

なんて、くだらない事考えてるから上り？





嘘でしょ、、、まだ登るの。



たっけー！

しかも＋初穂料。

これ、消費税ってどうなるんだろう。



ここまで走って登って来た高校生。

キミらは偉い。青春だねー。

しかも礼儀正しかった。





(V)oYo(V)　ようやく頂上が　o|o



やったー、頂上だー、神社だー、

全然ありがたく無いぞー！



はいはい。お幸せに。



鳥居の裏には、お金を払った人たちのお名前が。

でっかい鳥居には、なんとかTVなんて言うのも
ありました。



彼らは走って降りるようです。

バスの時間とかもあるだろうから、

のんびりはしてられないんだろうな。



 
こーんな、お花畑も。







午前、午後で太陽の位置が変わるので、

日の当たり方も変わってきます。





同じ場所でも少し暗く。

反射光で照らされて、こんな感じになります。



はあ、降りたぞー。

神職の袴の色が凄いぞー。



 
伏見稲荷大社のこのあたりは、氷山の一角。

侮りがたし、伏見稲荷。



伏見稲荷、

辛口でした。



真下魚名の既刊




